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本研究では、静岡県周智郡森町に設置されている弾性波アクロスという人工震源装置を用いて、東海地方下の
地震波速度の経年変化と東北地方太平洋沖地震に伴う変化を検出した。さらに、この変化を説明するクラック
の開閉方向を考え、GNSSによるひずみ場と比較して解釈を与えた。 
弾性波アクロスとは、鉛直に設置されたモーターの回転軸に対して偏心した錘を精密制御して回転させること
で、弾性波を精密かつ定常的に送信するシステムのことである。東海地方はユーラシアプレートの下に北西方
向に向かってフィリピン海プレートが沈み込んでいる。本研究は沈み込みに伴う圧縮場による地震波速度の変
化を検出することを目的としている。 
本研究では、2007年から2014年までの期間で、静岡県中部に設置されているアクロス送信所の信号を東海地方
に配置されている名古屋大学観測点、及びHi-net観測点で受信して東海地方下の直達S波の到達時刻を観測し
た。この際、S波到達時刻の変化を正確に検出できるよう、S/N比が十分に高く、時刻が正確な観測点のみを用
いた。また、本研究では、求めた到達時刻の中で、Radial方向に揺らし、Radial方向で観測された成分(Rr成
分)及び、Transverse方向に揺らし、Transverse方向で観測された成分(Tt成分)の２つの成分に注目した。 
得られた到達時刻の時間変化にはRr,Tt成分共に、時間の経過と共に到達時刻が早まる傾向や、東北地方太平洋
沖地震に伴って遅まる傾向が見られたため、直線的な変化(経年変化)と年周・半年周変動、及び東北地方太平
洋沖地震に伴うステップ(地震に伴うステップ)を仮定してフィッティングを行った。 
その結果、経年変化としては、使用した観測点の全てにおいて、到達時刻が早まっていく傾向が見られた。ま
た、地震に伴うステップは全観測点で到達時刻の遅れが検出できた。Hi-net掛川観測点での結果を例として示
す(図1)。 
また、経年変化・地震に伴うステップの両者でRr成分とTt成分の間に違い(偏向異方性)がみられた(図2)。 
経年変化・地震に伴うステップのそれぞれについて、その異方性を説明するクラックの方向・開閉を推定
し、GNSS観測によって得られた歪み場と比較した。 
経年変化には北西-南東方向がより早まる傾向があり、北東方向に走向を持つクラックの選択的な閉塞として説
明できる。これはGNSSによる歪み場が北西-南東方向に圧縮であることと調和的である。 
一方、地震に伴うステップは、経年変化と同じ方向で遅まる傾向があった。これは経年変化で閉じたクラック
の開口と解釈されるが、GNSSによる歪み場は北東-南西方向に伸張場を示しているため、調和的ではない。この
ことは地震に伴うステップが準静的な歪み場によるものではないことを示唆している。 
そこで、地震に伴うステップの解釈として、地震時の揺れにより何らかの原因で間隙圧が上昇しもともと北東
方向に選択配向していたクラックが開いたという解釈を考えた。東海地方の地質は伊豆弧の衝突に依って北東
方向の走向を持っていることから、この地域に存在しているクラックは北東方向を向いているものが多い可能
性があり、これはこの解釈と調和的であろう。 
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図1：Hi-net掛川観測点における、2007年2月28日に対する地震波到達時刻の早まり 
青丸は観測値。上下方向にエラーバーを描いている。赤丸はフィッティングした点。縦の赤い直線は地震に伴
うステップ状の変化の大きさを表している。 
図2：地震に伴うステップ(左)と経年変化(右)それぞれのTt,Rr成分の地震波速度変化の大きさと異方性 
星は震源の位置。十字は中心が観測点の位置にあり、Rr成分の地震波速度の変化を震源と観測点を結ぶ向きの
直線で、Tt成分をRrと直交する直線で表した。長さは地震に伴うステップ状の変化の場合は変化量を、経年変
化では年間の変化量をそれぞれ表す。色は、青色が遅れ、赤色が早まりを示している。十字を囲む楕円形のグ
ラデーションは誤差範囲を表す。
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